
２０１５年４月の邦人犯罪被害事例 
 

在フランス日本大使館領事部 

 

４月中に大使館領事部に届けられた邦人の犯罪被害件数は２６件で，今年に入ってから

の合計は，４月３０日現在，１７８件となりました。 

 

今月のコメント！ 

◎毎年４月は１年の中で最も犯罪被害の報告件数が少なくなる月ですが，今年は例年以上に少

なくなりました。とは言え，常に警戒することが重要ですので，今月は，犯罪被害例とその

対策を記載しましたので，参考にしてください。 

【２０１５年４月の被害届分析表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○被害手口 当該月 累計 ○発生場所 当該月 累計

強盗 0 5 ○パリ市内及び近郊
ひったくり 2 11 地下鉄車内・駅構内 8 46
スリ 18 110 RERのB線 1 7
置引き 4 40 上記以外の電車・駅構内 4 10
車上狙い 0 2 凱旋門・シャンゼリゼ通り界隈 2 7

侵入盗（空き巣等） 2 8 エッフェル塔界隈 1 5
偽警察官 0 0 オペラ座界隈 3 28

その他の手口・不明 0 2 ルーブル・オルセー美術館界隈 1 8

合計 26 178 上記地区以外のレストラン・カフェ 0 3

上記地区以外のホテル 0 7

○事件発生時間帯 当該月 累計 上記地区以外の路上 2 19

０時台～５時台 1 3 その他の場所・不明 1 23
６時台～９時台 3 21 ○パリ市とその近郊以外
１０時台～１３時台 7 32 電車・駅等交通機関 1 4
１４時台～１７時台 9 55 レストラン・カフェ等 1 3
１８時台～２１時台 6 51 ホテル 0 3
２２時台～２３時台 0 7 路上 0 2

不明 0 9 その他の場所・不明 1 3

合計 26 178 合計 26 178

○事件発生曜日 当該月 累計 ○性別区分 当該月 累計

月曜日 4 24 男性 15 89
火曜日 4 10 女性 11 89

水曜日 2 20 合計 26 178

木曜日 2 34

金曜日 4 24 ○年齢 当該月 累計

土曜日 7 39 ２０歳未満 0 7
日曜日 3 24 ２０歳代 2 47
不明 0 3 ３０歳代 6 36

合計 26 178 ４０歳代 5 27

５０歳代 7 33

○平日・休日の別 当該月 累計 ６０歳代 5 22

平日 14 106 ７０歳以上 0 3
週末・祝祭日 12 69 不明 1 3

不明 0 3 合計 26 178

合計 26 178

○月別発生件数(２０１４年)

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

52 49 51 26 0 0 0 0 0 0 0 0 178



【４月の被害例】 

 

１．リヨン駅から乗車したＴＧＶ車内で，座席に鞄を置いてスーツケースを荷物置き場に

置いて戻ると，鞄の中から財布を盗まれていた（男性出張者） 

【対策】座席などから離れる場合は，たとえ数秒であっても荷物を置いたまま離れないこ

とが重要です。電車内に限らずレストラン（特にホテルの朝食会場）等でも，荷

物を置いたままその場を離れることは厳禁です。 

 

２．サンドニの大聖堂を見学後，駅に向かって歩いていた路上で，後ろか近寄ってきた男

に鞄をひったくられた（女性旅行者） 

【対策】サンドニ大聖堂近くでは，同様の被害がたまに大使館にも報告されます。そもそ

も，訪問することをあまりお勧めしない場所ではありますが，どうしても訪問し

たい場合は，目立つ格好を避け，鞄などは携行しないことをお勧めします。 

 

３．シャンゼリゼ通りのラデュレでマカロンを購入するために並んでいたところ，２人組

の少女が割り込んできて強くぶつかられた際に，鞄の中にチェーンで留めていたにも

関わらず，チェーンを外され，財布を盗まれた。ぶつかられた直後に大げさに謝られ

たので，すぐには盗られたことに気が付かなかった（女性旅行者） 

【対策】相手が少女だからといって油断せず，見知らぬ人に話しかけられたり，不自然な

行動を認知した場合は警戒が必要です。話しかけられた場合は無視するか毅然と

対応し，それでもしつこく言い寄る場合は，自分の荷物に注意し，速やかにその

場を離脱してください。 

 

４．北駅で電車の切符を券売機で購入していたところを男性に話しかけられ，対応してい

る隙に，スーツケースの上に置いていた鞄を別の男に盗まれた(男性旅行者) 

【対策】北駅も犯罪多発地帯です。見ず知らずの人に話しかけられることが多い場所でも

ありますので，話しかけられた場合は，最高度の警戒が必要です。 

 

５．地下鉄オペラ駅で電車に乗り込む際，人が殺到し混雑していたが，後で気が付くと，

背負っていたリュックサックの中から財布を盗まれていた(男性旅行者) 

【対策】駅に限らず，混雑した場所では警戒が必要です。電車内では複数名のグループが

意図的に混雑した状態を作り出した上で犯罪に及ぶこともあります。混雑した場

所では，リュックサック等の荷物は体の前面で持つなどの対策が有効です。 

 

 

 


